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一
二
〇
班 

進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
五
月
二
日
に
は
地

鎮
祭
（
神
事
の
み
）
を
行
い
ま
し
た
。 

無
事
に
建
設
が
進
め
ば
、
十
月
四
日
に

竣
工
式
を
行
い
ま
す
。
ま
た
十
月
二
十
四

日
（
日
）
に
は
竣
工
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
三
流
亭
楽
々
さ
ん
」
の
落
語
の
会
、
そ
し

て
、
地
元
姥
ヶ
山
出
身
で
今
年
一
月
に
日

本
ク
ラ
ウ
ン
レ
コ
ー
ド
か
ら
デ
ビ
ュ
ー
し
た

「
江
南
し
の
ぶ
さ
ん
」
の
歌
謡
シ
ョ
ー
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
新
し
く
な
っ
た

会
館
で
、
お
お
い
に
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
コ
ロ
ナ
感
染
の
収
束

の
目
途
が
つ
き
、
竣
工
祝
い
行
事
が
行
わ

れ
る
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。 

新
し
く
な
っ
た
姥
ヶ
山
会
館
は
、
個
人

の
利
用
か
ら
地
元
サ
ー
ク
ル
、
ま
た
隣
近

所
の
懇
親
の
場
な
ど
様
々
な
か
た
ち
の
利

用
が
で
き
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
皆
様
か

ら
ご
利
用
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
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新
年
度
に
向
け
て 
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令
和
二
年
四
月
五
日
に
姥
ヶ
山
自
治

会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
、
従
来
の
総
会
の
内

容
を
変
更
し
、
一
．
総
会
参
加
者
は
執
行

役
員
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
と
し
、
班
長
さ
ん

は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
。
二
．
ご
来
賓
の
参

列
を
ご
遠
慮
い
た
だ
く
。
三
．
総
会
議
事

進
行
の
短
縮
に
努
め
る
。
四
．
総
会
終
了

後
の
懇
親
会
は
中
止
す
る
。
と
し
て
行
い
、

滞
り
な
く
無
事
議
事
が
終
了
し
ま
し
た
。 

今
年
度
は
役
員
改
選
が
あ
り
、
新
た
な

役
員
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
ま
し
た

が
、
報
道
等
で
ご
存
知
の
よ
う
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
緊
急
事
態
宣
言
が
発
表
さ
れ
、
そ
の

後
解
除
さ
れ
、
収
束
に
む
け
た
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

現
状
で
は
今
後
の
感
染
の
推
移
を
予
測
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
を
考
慮
し
、
五

月
、
六
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た「
ク
リ
ー
ン

作
戦
」「
一
斉
下
水
溝
清
掃
」
を
中
止
と

致
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
後
の
自
治
会
行
事
に
つ
き
ま

し
て
も
、
そ
の
時
々
の
状
況
を
見
な
が
ら

役
員
と
相
談
の
上
、
判
断
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

辛
い
状
況
下
で
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
姥
ヶ
山
会
館
建
設
に
つ
い
て
】 

姥
ヶ
山
会
館
は
四
月
十
六
日
に
解
体

を
始
め
、
九
月
末
の
竣
工
に
向
け
工
事
が 

 

総務部 860 

生活安全部 50 

文化育成部

270 

環境部 1,300 

衛生部 300 

女性部 90 

会館管理 350 

団体負担金

900 

執行部 1,808 
プロジェクト

320 

予備費 824 

ﾌﾞﾛｯｸ活動費

2,149 

防災会 100 

会館積立

1,000 
繰越金 851 

自治会費

6,320 

補助金 1,300 

貸館料 150 

事務委託料

1,700 

令和２年度予算

予 算 総 額
１０,３２０,９００円

（ｸﾞﾗﾌ内金額単位：千円）
※詳細は総会予算書を参照

収入 支出

自主防災会職務分担 避難誘導部 　※ブロック長・副ブロック長

臼木明子

給食給水部 避難所運営部 消 火 部 総 務 部 救出救護部 情 報 部

６丁目 金子よい子 小堺準一 馬場茂男 小笠原　司 神田雅彦

山崎一正

堀内文雄

５丁目 渡部かおる 高橋富栄 鈴木裕美 松田和枝 神保保子 小池かおる

４丁目 太田美樹 阿部俊朗 笠原裕一 小川高徳 吉岡和弘

戸枝正人
近藤平一

市島誠一

水野正迪

広川順治

佐藤　馨

小熊由紀夫

相川直樹

淡路晶子

澁谷吉憲

山本吉人

桑原英治 坂井　等 吉田あい 金田　稔

３丁目 大野冨美 五十嵐宏之 堀内善喜 川口正芳 斉藤直人

広川武法
古川　博

生野弘子

１丁目 近藤眞知子 増子修平 吉岡隆平 五十嵐和彦 浅井和吉 五十嵐有子 坂井則子

青柳隼弘

太田美樹 阿部俊朗 笠原裕一 小笠原　司 吉岡和弘 堀内文雄 高橋孝之 青柳吉美 坂井　等

本間康夫 内山毅重 浅井広己 土屋信雄 高橋　修 神田和幸

１ 丁 目 ３ 丁 目 ４ 丁 目 ５ 丁 目 ６ 丁 目

坂井　等 高橋紀子 小熊由紀夫 高嶋千明 高橋隆夫

小竹　實

         阿部　毅

管 理 部 女 性 部 衛 生 部 環 境 部 生活安全部 文化育成部 総 務 部

会計監査

高橋ひろみ 副会長 松原益雄

吉岡冨三雄 桜井吉衛 吉岡昭彦

        阿部博一
(会長が委嘱）
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地 鎮 祭        解 体 中 


